別表（第２条関係）

	補助事業名
	北摂里山景観保全・防災向上事業

	補助事業の目的
	北摂里山林の魅力ある景観の維持増進を図るため、森林ボランティア等による里山資源の有効活用や里山林整備活動で必要な基盤施設、老朽施設の管理等を支援する。

	補助事業の対象となる者
	①市町
②森林ボランティア団体、自治会

	補助事業の対象となる経費


	里山林整備により発生した資源の有効活用や整備活動における里山基盤施設、老朽施設の維持管理等に要する経費
　（作業道・管理道等の安全設備の新設・改修・補修、倒木の処理、薪割機の導入、案内板や道標等に要する経費）

	補助率
	①市町　１／２以内　
②森林ボランティア団体、自治会　定額

	補助金の額
	予算の範囲内の額で、
①１市町あたり　　５００千円以内
②１団体あたり１，０００千円以内
（ただし、千円未満の端数は切り捨てる。）

	適用除外する条項
	

	その他の事項
	


別に定める事項
	関係条項
	内　　　　　　　　　　　　　　　　容
	

	第３条
	（添付書類）

　　 事業計画書（別紙１）
	

	
	（指定期日）

　　別途通知に定める日
	

	第７条第１項
	（軽微な経費配分の変更）
     配分された経費相互間における少ない方の額の３０％以内の変更
	

	
	（軽微な事業内容の変更）
 　  補助目的及び補助事業の効果に影響を及ぼさない範囲内で細部の変更をする場合
	

	
	（添付書類）
　　事業変更計画書（事業計画書に準ずる）
	

	
	（指定期日）
 　　変更のあった日から２週間以内
	

	第９条第１項
	（報告事項等）
	

	
	
	

	
	
	

	第１１条
	（添付書類）
　　事業実績報告書（別紙２）
	

	
	（指定期日）
     補助事業完了後３０日以内又は令和５年３月３１日以内のいずれか早い日
	

	第１９条第１項
	（処分制限期間）

「減価償却資産の耐用年数等に関する省令」（昭和４０年大蔵省令第15号）に

定められている耐用年数に相当する期間内
	

	
	
	

	
	
	


（別紙１）
事 業 計 画 書（変更）
１　実施内容（目的、事業内容、施工箇所等）
２　実施予定期間及び工事期間
　　事業期間　　令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日
　
　工事期間　　令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日
３　所要経費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	事業区分
	補助事業に要する経費
	補助対象経費
	補助金申請額
	負担区分

	
	
	
	
	県　費
	自己負担
	その他

	
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	
	


（別紙２）　                                                 
　　　　　　　　　　　　　　　　　
事 業 実 績 報 告 書
１　実施内容（目的、事業内容、施工箇所等）
２　実施期間及び工事期間
　　事業期間　　令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日
　　
工事期間　　令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日
３．事業の効果
４　所要経費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	事業区分
	補助事業に要した経費
	補助対象経費
	補助金額
	負担区分

	
	
	
	
	県　費
	自己負担
	その他

	
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	
	


（参考様式第１号）【要綱第１９条第２項】
財産管理台帳
	市町
	
	事業実施年度
	令和４年度
	事業
	北摂里山景観保全・防災向上事業

	区分
	事業内容
	工期
	総事業費
	負担区分
	処分制限期間
	処分の状況
	摘要

	
	事業種目
	事業主体
	工種・構造・施設の区分
	施行箇所
設置場所
	事業量
	着工日
	竣工日
	
	県費
	市町費
	その他
	耐用年数
	処分制限日
	承認日
	処分内容
	

	北摂里山景観保全・防災向上事業
	
	
	
	
	
	
	
	円
	円
	円
	円
	年
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※処分制限年月日欄には、処分制限の終期を記入すること
※処分の内容欄には、譲渡、交換、貸付、担保提供等別に記入すること
※摘要欄には、譲渡先、交換先、貸付先及び抵当権等の設定権者の名称または補助金返還額を記入すること
※この書式により難しい場合には、処分制限期間欄及び処分の状況欄を含む他の書式をもって財産管理台帳に替えることができる
※工種、構造、施設区分が複雑で耐用年数が異なる場合はそれぞれ行を改めて記入すること
